　「Provinces of Tamriel」訳本

　「Tamrielの属州」

　著者：不明

　Tamriel帝国は９個の属州を含んでいる。すなわち、Skyrim、High Rock、Hammerfell、Summerset Isle、Valenwood、Elsweyr、Black Marsh、Morrowind、そして、旧来からの帝国領土のCyrodiilそれ自体である。Morrowindは、最も遅くに帝国の一部になった属州の１つである。それは、その加入が征服ではなく条約によるものであったからであり、Morrowindは、旧来からの〈名家〉〔Great House〕の慣例を考慮して当該地方の法律を定める特権を保持している。
　Skyrimは、〈古の王国〉〔Old Kingdom〕あるいは〈祖国〉〔Fatherland〕としても知られており、Atmora大陸を出身とする人々が定住した、Tamrielの最初の地方である。頑健かつ勇敢にして好戦的であるNordの子孫たちは、この岩がちの土地を未だに占有している。彼らの野蛮なる祖先よりも温和かつ文明的であるけれど、純血のNordは、依然として、激しい戦と大胆なる探検という男性的美徳に優れている。
　Hammerfellは第一に海事によって栄えている属州であり、その人口の大部分は、SentinelとStros M'Kaiという大都市に、そして、島々に取り囲まれて海岸に沿っている、その他の小さな港町に集中している。内陸では、小ぢんまりとした貧しい農場を営む人々が、家畜の群れと一緒に疎らに居住している。旅行・冒険・公海に対する愛情を通じて、Redguardは船員・傭兵・冒険者として帝国中の寄港地へと散らばっていった。
　High Rockは、Greater Bretony、Dellese Isles、Bjoulsae River諸部族、（伝承によれば）Western Reachという、多数の国々と氏族を含んでいる。岩がちの高地の要塞および孤立した低地の定住地は、地元の多様なるBreton諸氏族からの激しい独立を促進するものであった。そして、このような好戦的なる部族的性格は、１個の属州としての、あるいは、１個の帝国としての一体感を決して完全には生み出さなかった。それにも関わらず、彼らの言語、吟遊詩人の伝統、英雄伝説は、統一された共有の遺産であるのだ。
　Summerset Isleは、肥沃なる農地と森林公園と古代の塔・邸宅から構成される、緑の生い茂る心地よい土地である。大部分の定住地は小規模かつ孤立しており、地元の魔術師あるいは将軍という統治階級によって支配されている。この島に天然の良港は殆ど存在せず、そして、地元民は異国の人々を歓迎しないため、古代Aldmerの騎士道に適った高潔なる文化は、近頃の帝国の重商主義によっては殆ど影響を受けていない。
　Valenwoodは、その大部分は、何処までも広がる無人の森林地帯である。激しい降雨が温暖なる内陸の多雨林を育んでいる一方、Valenwoodの沿岸ではマングローブの生息する湿地と熱帯雨林が大きく広がっている。Bosmerは、沿岸に沿った、内陸を通ったところに点在している氏族の木製家屋に居住しており、それらの地点は、整備の為されていない、人間の足が踏み分けた道によって繋がっているのみである。数少ない帝国製の街道が、それぞれ遠く隔たった小ぢんまりとした定住地の点在している、木々の密集する広大なる森林地帯を横断しており、その街道は何らかの類の小規模の貿易あるいは交通のために利用されている。
　南方のElsweyrの密林と河川流域に居住しているKhajiitは定着した都市の住人であり、旧来からの商業中心の伝統、そして、サトウキビとsaltriceの大農園を基盤とする一定の農業貴族の下で生活を送っている。対照的に、北部の乾燥した荒野と草地を生活の場としているKhajiitの遊牧民族は、定期的に部族の将軍の下に団結するような、好戦性と縄張意識の旺盛なる部族の侵略者である。定着した南部が早くから帝国の流儀を採用したのに対して、北部の遊牧民族は自身の野蛮なる好戦的伝統に固執している。
　Black Marshの地に生きるArgonianの人口の大半は、南部内陸に於ける広大なる内陸水路と底の知れない沼地に集中している。ここには街道は殆ど存在せず、大半の移動は小舟によって為される。沿岸と北西の高地の森林には、その大部分には人々は居住していない。Dunmerが奴隷を求めてBlack Marshを侵略していた（これを帝国は不法としたが、この習慣は継続されている）時代の故に、DunmerとArgonianは互いに積年の苦々しい憎悪を抱いている。
　Dunmerの人々の故郷であるMorrowindは、Tamriel帝国の最北東の属州である。人口の大半は、Morrowind中央に於ける高地と肥沃なる川谷に、とりわけInland Seaの周囲に集中している。Vvardenfel島はInner Seaに取り囲まれて、そこには巨大火山のRed Mountainが屹立しており、その火山に関連する灰の荒野が広がっている。その島の人口の大半は、比較的に快適である、西部と南西部の沿岸に集中している。
　Cyrodiilは、Tamrielに於ける、人間の手になる帝国の高度文化の発祥地である。その大陸に於ける最大の地方であり、その大部分は果てしない密林である。帝都は、肥沃なるNibenay低地という中心地域に位置している。人口の密集した中央の低地は未開の多雨林によって取り囲まれており、その多雨林から降水は大河を通じてArgoniaの湿地とTopal湾へと流れ込んでいる。大地は、西方に向けて緩やかに、北方に向けて激しく隆起している。西部の沿岸と中央の低地の間には、落葉樹林の森林とマングローブの生息する湿地が広がっている。
　訳注　原書には、帝国属州の地図が記載されている。
